
平成２８年度第４回東海村文化財保護審議会 会議録 

１ 開 催 日 時 
平成２８年１１月１６日（水）  

１０：００～１１：３０ 

２ 場 所 役場４０３会議室 

３ 出 席 者 
文化財保護審議会委員６名（２名欠席） 

教育委員会 ７名 

４ 
公 開 又 は 

非 公 開 の 別 
公開 

５ 議 題 

１ 開   会  

２ あいさつ  

３ 議   事  

（１）（仮称）歴史と未来の交流館整備実施計画（最

終案）について  

（２）文化財保護・活用計画について  

（３）その他  

４ 閉   会  

  

（１）（仮称）歴史と未来の交流館整備実施計画（最

終案）について  

○専門委員会より（仮称）歴史と未来の交流館歴史

博物館ゾーン整備実施計画（最終案）が提出された。

専門委員会からの提言は以下のとおり。  

・交流館は，村民に親しまれ，信頼される博物館に

ならなれければならない。  

・このためには，「ひとづくり」，組織体制の充実が

必要。開館当初に少なくとも３名（考古，歴史，自

然系）の学芸員の配置が必要と考える。  

・歴史や自然を次世代へ引き継ぎ，歴史から未来を

志向することで，よりよい東海村の未来が創造され

ることに期待したい。  

→ 実施計画（最終案）答申決定  

 



  

（２）文化財保護・活用計画について  

○文化財保護・活用計画について，課題に基づいた

具体的な施策について議論した。以下，委員の主な

意見。  

・文化財の定義を最初にしたほうがよい。  

・人材の育成が重要。  

・自然財という考え方も要検討。  

・あと１００年後に何を残すのかという考えが重

要。  

→ 次回，今回までの議論を元に計画を素案として

作成する。  

 

（３）その他  

○次回日程調整  

 

 

 


